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宮
崎
県
が
個
人
、鹿
児
島
県
が
団
体
で
最
高
位

第
48
回
九
州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
が
９
月
７
日
、福
岡
県
太
宰
府
市
で

開
か
れ
た
。九
州・沖
縄
8
県
の
Ｊ
Ａ
系
統
農
家
が
計
１
２
０
頭
の
枝
肉
を
出
品
。

宮
崎
県
の
乙
守
治
雄
さ
ん（
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き・都
城
）が
最
高
位
の
金
賞（
農
林
水

産
大
臣
賞
）に
輝
い
た
。団
体
部
門
は
２
年
ぶ
り
に
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
が
優

秀
賞
に
返
り
咲
き
、努
力
賞
は
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
が
獲
得
し
た
。

　
団
体
部
門
で
最
高
位
の
優
秀
賞
に
Ｊ
Ａ
鹿

児
島
県
経
済
連
が
輝
い
た
。審
査
講
評
で
は

「
出
品
牛
の
全
頭
で
Ｂ
Ｍ
Ｓ
が
12
と
な
り
、歩
留

基
準
値
も
79
・９
と
好
成
績
。瑕
疵（
か
し
）も

１
頭
の
み
に
抑
え
、和
牛
産
地
鹿
児
島
の
技
術

が
見
ら
れ
た
」と
評
さ
れ
た
。同
経
済
連
の
担

当
者
は「
昨
年
、最
高
位
を
獲
得
で
き
な
か
っ

た
悔
し
さ
が
あ
り
、粗
ざ
し
を
減
ら
す
取
り
組

み
や
、血
統
選
び
、牛
へ
の
超
音
波
診
断
な
ど
に

力
を
入
れ
て
き
た
」と
産
地
一
丸
と
な
っ
た
努

力
を
振
り
返
っ
た
。

　
努
力
賞
は
昨
年
に
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
お
き
な

わ
と
な
っ
た
。出
品
牛
の
平
均
値
は
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ

ン
バ
ー
が
10
・１
、バ
ラ
の
厚
さ
が
８・４㎝
、歩

留
基
準
値
が
76
・７
と
な
っ
た
。「
昨
年
か
ら
の

成
長
が
大
き
い
」（
審
査
講
評
）と
し
た
。

　
個
人
賞
最
高
位
の
金
賞
を
獲
得
し
た
乙
守

治
雄
さ
ん
の
出
品
牛
は
、28
カ
月
齢
の
去
勢
で

父
が「
満
天
白
清
」、母
の
父
が「
富
久
竜
」、母

の
母
の
父
が「
美
穂
国
」。枝
肉
重
量
６
１
４・９

㎏
、ロ
ー
ス
芯
面
積
が
１
２
７
㎠
、バ
ラ
の
厚
さ

11・４㎝
、皮
下
脂
肪
厚
２・２㎝
、歩
留
基
準
値

83
・９
。審
査
講
評
で
は「
枝
肉
の
厚
み
の
迫
力

が
満
点
で
、総
合
力
で
群
を
抜
い
て
い
た
。審

査
員
満
票
で
金
賞
と
な
っ
た
」と
絶
賛
さ
れ

た
。共
励
会
後
の
セ
リ
で
は
、枝
肉
が
１
㎏
１

万
１
０
０
０
円
で
競
り
落
と
さ
れ
、会
場
が
沸

き
立
っ
た
。

　
金
賞
に
次
ぐ
銀
賞
１
席
は
、鹿
児
島
県
の
新

地
正
清
さ
ん（
血
統：父「
安
亀
忠
」）で
、「
交
雑

が
抜
群
の
仕
上
が
り
」と
講
評
さ
れ
た
。銀
賞

２
席
は
佐
賀
県
の
㈱
佐
賀
牛
宮
崎
牧
場
が
出

品
し
た
雌
牛（
血
統：父「
秀
幸
福
」）で
、「
去
勢

顔
負
け
の
抜
群
の
光
沢
」。銀
賞
３
席
は
宮
崎

県
の
㈱
福
永
牧
場（
血
統
：
父「
宗
守
富
士
」）

で
、「
さ
し
の
細
か
さ
と
脂
肪
の
質
の
良
さ
が

際
立
っ
た
」と
評
価
さ
れ
た
。

チーム一丸となって
団体賞を獲得した
鹿児島県

団体優秀賞を受賞したＪＡ鹿児島県経済連の
柚木経営管理委員会会長（中央）、栗脇常務理事（左）、
今和泉肉用牛事業部長
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統
和
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枝
肉
共
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会

　出品牛は市場で見たときから腰や肩幅などの骨格が
良く、「絶対に手に入れたい」と導入した牛だった。手
ごたえのある仕上がりで、自信はあったが金賞を取れ
たことは素直に驚きとうれしさがある。餌食いも良く、
枝肉を見たときはこれ以上ないほどに仕上がったと思
えた。家族にも良い成果を見せられた。まずは今飼っ
ている牛を事故なく出荷することを大切に、今後も共
励会に挑戦していきたい。

乙守治雄さん
JAみやざき（都城）

金賞

　小ざしがきれいで、ロース芯の大きな仕上
がりになった。父は銀賞１席の結果を聞いて
「運が良かった」と話していたが、導入時から
お尻の出ている牛を飼うこだわりがある。常
に観察を欠かさず、牛にストレスを与えないよ
うに育ててきた。私自身は主に繁殖を担って
いるが、昨年から肥育も手伝うようになり、肥
育、繁殖のそれぞれの仕事の面白さを感じて
いる。

新地 正清さん
JA鹿児島きもつき

銀賞１席

㈱福永牧場

銀賞３席

　今回で３回目の出場。過去に父が銅賞を
取っており、自身の入賞は初めてでうれしい。
月齢もあるが、これしかない！と思っていた牛
が評価されて良かったと感じている。飼養の
こだわりは、牛の状態を観察して、添加剤を
使うより粗飼料をしっかり与えて腹づくりをし
ていくこと。日中に３時間は消化をする時間
を設けて、牛がゆったりと休むことができるよ
う時間を取っている。

銀賞２席

　雌牛の味の良さを気に入って雌を専門で
飼っており、今回雌で入賞できたことがうれし
い。過去には父も出品し、思い入れのある大
会だったので喜びもひとしお。飼養のこだわり
は、市場で月齢が若めの牛を選び、牧場での
飼い方に慣らしていくこと。出品牛も後躯にか
けてのつくりがよく自信があった。今後は、九
州で雌牛といえばうちと言われる農家を目指
し、佐賀牛ブランドをさらに高めていきたい。

おと　もり　 はる    お

㈱佐賀牛宮崎牧場

福永 透さん
ＪＡみやざき（都城）

宮崎 陽輔さん
ＪＡからつ

しん    ち　    まさ    きよ

ふく   なが　 とおるみや   ざき　   よう   すけ

団
体
部
門・優
秀
賞

個
人
部
門・金
賞
　
乙
守 

治
雄
さ
ん（
宮
崎
）

迫
力
満
点
の
仕
上
が
り

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
が

最
高
位
奪
還

　生産者が日ごろから愛情をこめて牛を飼
養している結果が出てうれしく思う。今回の
団体優秀賞で、大会史上、通算最多の受
賞となった。情報交換なども進め、県が一
丸となって取り組めた。この団体賞獲得が
農家の誇りになればと思う。さらに、最高位
の受賞を生かして鹿児島黒牛の認知度を
さらに消費者に広め、有利な販売ができる
ように取り組みが必要だと考えている。

鹿児島県経済農業協同組合連合会

沖縄県農業協同組合

団体優秀賞

団体努力賞
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去
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去

去

去
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黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

28

27

28

29

28

29

27

30

27

JAみやざき（都城）

JA鹿児島きもつき

JAからつ

JAみやざき（都城）

ＪＡ菊池

JAおおいた

JAからつ

ＪＡ菊池

JA島原雲仙

乙守 治雄

新地 正清

㈱佐賀牛宮崎牧場

㈱福永牧場

㈱佐々畜産

㈱浦田牧場

松本将閣

㈱中林ファーム

前田 学

宮崎

鹿児島

佐賀

宮崎

熊本

大分

佐賀

熊本

長崎

金賞

銀賞１席

銀賞２席

銀賞３席

銅賞１席

銅賞

銅賞

銅賞

銅賞

賞 系統名
（県連名） 出品者名 農協名 品種 性別 格付 BMS枝肉単価

（円）
肥育
期間

生体重
（㎏）

枝肉重量
（㎏）

ロース芯
面積（㎠）

バラの厚さ
（㎝）

歩留
基準値

個人賞

71.0 

67.4 

66.5 

65.3 

65.7 

67.1 

67.4 

67.2 

67.3 

歩留

団体賞入賞

個人賞入賞者

団体優秀賞

ＪＡ鹿児島県経済連

柚木 弘文
経営管理委員会会長

ゆの　き　　 ひろ   ふみ

バ
ー
の
平
均
は
11・4
で
昨
年
よ
り
０・1
ポ
イ

ン
ト
上
が
っ
た
。全
１
２
０
頭
の
う
ち
Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ

ン
バ
ー
の
最
高
点
で
あ
る
12
を
90
頭
が
獲
得
し

た
。歩
留
基
準
値
は
平
均
が
78
・３
と
な
っ
た
。

平
均
枝
肉
重
量
は
５
３
１
㎏
で
去
勢
に
限
れ

ば
平
均
５
3
７
㎏
と
、昨
年
よ
り
５
㎏
向
上
し

た
。審
査
講
評
で
は
、黒
毛
和
牛
の
全
国
平
均

（
去
勢
）が
５
１
４・４
㎏
で
あ
る
こ
と
と
比
較

す
る
と
、「
出
品
牛
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
分
か

る
」と
し
た
。

　
多
く
の
方
か
ら「
九
連
」と
呼
ば
れ
て
い
る

本
共
励
会
は
、和
牛
の
肥
育
技
術
の
向
上
お
よ

び
肉
質
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、九

州
お
よ
び
沖
縄
の
生
産
者
た
ち
が
競
う
大
会

で
あ
る
。各
県
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
15
頭
を
出

品
し
、個
人
の
部
だ
け
で
な
く
、団
体
賞
も
設

け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
で
優
勝
を
目
指
す
。

　
全
体
の
枝
肉
成
績
は
、肉
質
５
等
級
が
96
・

７
％
を
占
め
た
。脂
肪
交
雑（
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）ナ
ン

（喜びの声は女婿の岸川健吾さん）

（喜びの声は娘の真実さん）
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